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１．はじめに はいえないという考え方である．なぜなら，地震等の発

生時期が分からない以上，迅速に対応できる点検Nqlilを

とることは，日常的に余裕を持った人員配i1fを行う二と

を意味しており，その人員を囲うべきか，あるいはE兀

化等を促進して人員を減らすべきかといった長期的な高

速道路の運営計画にIlmDbして，点検体制の概要が決まっ

てしまうためである．

本研究ではこの後者の考え方を採用して，商速道路の

点検体制がより長期的な視点から所与とされている状況

の下での－段道路と医療鱈lRの耐震化計画問l圏を考える．

つまり，商速道路の１１１放時iI1を外生的に与え，その時lill

以降に高速道路が使用可能となるという制約を考感した

耐震化計画問題を考える．二の問Hgはミニマックス栂造

を含む問題として表現できるため，前稿')のモデルと

同様に，Churchら5〕が提案した手法を用いることで，

混合整数線形計画問RLjとして定式化できる．最後に簡単

な仮想ネットワークの計算例を用いて，本モデルの解の

特徴を述べる．

大規模地震発生時には広域で同時多発的に発生する重

傷者をいかIこ早く病院へ搬送するかが重要である筆者

らは，大規模地震発生直後の重傷者搬送中の死亡リスク

を蝋I､化するような道路網と医療施股の耐震化を求める

混合整数線形計画モデルを提案し')，－県レベルの実

用的規模の問題を求解できることを確認した2)．さら

に，その枠組みを用いて，地震発牛面後から商速道路の

j画｢行を紺詩することが，一般道路や医療ｉｉｉ設の耐震化費

用を節約する効果を持つことを示した3)．

しかし，高速道路会社の実際の運用では、耐ljllI所での

計測麓度が4.5度を上回ると，その観測所付近の高速道

路区間を一時通行止めにしているい、その後，点検部

隊が通行止め区間を巡回し安全がｲNi肥された後に初めて

開放されることになるため，地j鍵発生直後の挽,送に高速

道路を利用できないのが現状である．

例えknvEXCO東日本では，過去の大地震時に商速道路

が二次的な災害の拡大の防止に役立ったという経験を踏

まえて，支社ごとにできる限り早期に点検が実施できる

ように対応ＩＤ'鰊などを行っている．しかしどの程度の時

間を目標に点検を行うべきなのれそれに伴う人員や資

源の追加的投入の意義があるのかという点について，定

抵的な議嫡が行われているわけではない．

高速道路の点検体制を強化すれば，通行止めの時間を

短縮できると考えられるが，この点検体制の計画と，道

路と医療施股の耐震化計画との関辿性については，２つ

の異なる考え方を採る二とができる．1つ目として，高

速道路の点検体制の計画は短期的な問Hgであり，まず長

期的な視点で耐震化計画を策定し，その結果を所与とし

て点検体制を計画するという考え方である．２つ目は，

満達道路の点検体制の計画は，それほど短期的な問題と

２，側l者樋B2§と施Xh5I震化の枠組み

まず，本議文が対象とする耐震化問題の基本的な股

定と記号の定義を述べるが，本章の内容はii藍者らの先行

研究'）３)と共通するものであることをご了承jFiiいたい

（１）救急医療施;jtへの重傷者搬送と道路ネットワーク

対象地域において｜Al個のﾉｰﾄﾞとlKl個の有向リ
ンクからなる道路ネットワークを考える．ノードのうち

|'|個は居住地を代表するｾﾝﾄﾛｲﾄﾞであり,有向ﾘ
ﾝｸのうち|Kbl本は一般道路とするまた,ノード
α已刮に流入するリンクの典合を〃･で，流出するﾘ

ﾝｸの典合をＬで表す.一方,地域内には|J|個の救急
医療施jlqrが存在する．

二の地域では，ｌｉⅥ類の地震の発生力K想定されており，

その発生によって各居住地にノで２人の血傷者が発

生するとともに，一般道路リンクＡＥＫｂの一部が被災
して交通容危が低下すると想定されている．このときの

道路交通容肚をSl，リンク所要時間を｡,で与える．リ
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